
凌雲の会 池
い け

 谷
が や

 和
か ず

 正
ま さ

５
つ
の
重
点
取
り
組
み
に
お
け
る

「
防
災
・
減
災
対
策
」

Ｑ 

地
震
・
津
波
対
策
は
ど
う
か
。

Ａ 

本
年
元
日
に
発
生
し
た
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
に
お
け
る
甚
大
な
被
害

を
教
訓
と
し
、
地
震
・
津
波
に
対
し

て
は
焼
津
市
地
震
・
津
波
対
策
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
４
に
基

づ
き
、
潮
風
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
、

大
井
川
港
の
港
内
の
胸
壁
、
高
台
な

ど
の
津
波
避
難
施
設
、
大
井
川
防
災

広
場
な
ど
の
整
備
な
ど
を
進
め
、
同

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
定
め
ら

れ
た
防
災
・
減
災
対
策
の
93
％
が
目

標
を
達
成
し
て
い
る
。
さ
ら
な
る
防

災
・
減
災
対
策
と
し
て
、
住
宅
の
耐

震
化
の
促
進
、
高
齢
者
世
帯
を
対
象

と
し
た
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
等
の
設
置

助
成
制
度
を
全
額
補
助
に
拡
充
し
て

い
く
。

長
期
的
な
健
全
財
政
の
維
持

Ｑ 

長
期
的
に
み
た
健
全
財
政
の
維
持
は
。

Ａ 

平
成
24
年
度
の
市
債
残
高
は
市
全
体

で
約
７
５
３
億
円
で
あ
っ
た
が
、
庁

舎
や
タ
ー
ン
ト
ク
ル
こ
ど
も
館
の
建

設
、
潮
風
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
の
整

備
な
ど
未
来
を
つ
く
る
将
来
へ
の
大

型
投
資
を
行
い
な
が
ら
も
、
新
た
な

市
債
発
行
は
元
金
償
還
額
以
内
に
抑

え
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
す
る
こ
と

で
、
令
和
６
年
度
末
に
は
約
６
９
４

億
円
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
大
幅

か
つ
着
実
に
減
少
さ
せ
て
い
る
。

さ
ら
に
基
金
残
高
に
つ
い
て
も
平
成

24
年
度
は
約
77
億
円
で
あ
っ
た
が
、

ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
新
た
な
歳
入
確

保
や
歳
出
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
に

よ
り
令
和
６
年
度
末
に
は
約
２
４
５ 

億
円
、
３
・
２
倍
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
。
そ
の
結
果
、
将
来
負
担
比
率

は
平
成
24
年
度
に
65
・
５
％
だ
っ
た

が
、
令
和
４
年
度
に
は
ゼ
ロ
％
に
し

た
。

加
え
て
、
中
学
校
の
体
育
館
空
調
設

備
に
つ
い
て
は
、
交
付
税
措
置
の
高

い
有
利
な
地
方
債
を
活
用
す
る
だ
け

で
な
く
、
将
来
負
担
と
な
る
３
億
７ 

千
万
円
余
り
を
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金

を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
減
債
基

金
に
積
立
て
を
行
う
こ
と
で
将
来
の

実
質
的
な
負
担
を
ゼ
ロ
と
し
た
。

遺
族
会
に
関
す
る
戦
没
者
慰
霊
碑

等
の
維
持
管
理

Ｑ 

遺
族
会
会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
、
市

内
各
地
域
に
建
立
さ
れ
て
い
る
戦
没

者
慰
霊
碑
の
管
理
体
制
は
。

Ａ 

戦
没
者
慰
霊
碑
は
過
去
の
戦
争
の
惨

禍
を
思
い
起
こ
し
亡
く
な
ら
れ
た
方

を
悼
む
大
変
重
要
な
も
の
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
市
内
各
地
の
慰
霊

碑
等
は
、
現
在
遺
族
会
の
皆
さ
ま
に

よ
り
大
切
に
守
ら
れ
て
い
る
が
、
今

後
の
管
理
に
つ
い
て
、
遺
族
会
の
皆

さ
ま
の
御
意
見
を
丁
寧
に
お
伺
い
し
、

市
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
て

い
き
た
い
。

令和６年度の施政方針について伺う 代表
質問

市の主要事業（概念図）

（令和６年広報やいづ４月１日号の４・５ページに掲載）

※代表質問とは？

　会派の代表議員が、市長の施政方針や市政全般について総括質問をする。

焼津市議会では２月定例会のみ実施している。
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日本共産党市議会議員団 深
ふ か

 田
だ

 ゆ り 子
こ

能
登
半
島
地
震
支
援
派
遣
と

市
防
災

Ｑ 

支
援
派
遣
を
行
な
っ
た
職
員
の
報
告

を
市
民
に
も
聞
い
て
も
ら
う
機
会
を
。

Ａ 

災
害
の
復
旧
・
復
興
は
現
在
進
行
形

で
、
途
中
経
過
を
含
め
市
職
員
に
は

周
知
を
し
て
い
る
。
今
は
市
民
の
皆

さ
ん
へ
の
報
告
会
の
予
定
は
な
い
が
、

施
策
に
反
映
す
る
対
策
を
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｑ 

中
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
工
事
と

小
学
校
体
育
館
の
空
調
設
計
経
費
が

計
上
さ
れ
た
。
省
エ
ネ
の
た
め
の
断

熱
材
や
太
陽
光
発
電
、
災
害
時
の
た

め
に
発
電
機
付
き
等
の
エ
ア
コ
ン
の

導
入
は
。

Ａ 

検
討
し
た
結
果
、
災
害
時
の
強
靭
性

の
観
点
か
ら
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
最
適
と
判

断
し
た
。
し
か
し
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
の
面
か
ら
都
市
ガ
ス
供
給
エ
リ
ア

で
は
平
常
時
は
都
市
ガ
ス
を
動
力
源
、

供
給
停
止
時
に
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
で
運
転

で
き
る
設
備
を
整
備
す
る
。
耐
熱
性

確
保
工
事
は
調
査
や
分
析
に
時
間
を

要
す
る
た
め
設
置
後
に
検
討
す
る
。

子
ど
も
の
権
利
条
約
の
実
践
を

Ｑ 

新
年
度
は
ゼ
ロ
歳
か
ら
２
歳
児
の
第

２
子
以
降
の
保
育
料
の
無
償
化
な
ど

一
歩
ず
つ
前
進
し
て
い
る
が
、
学
校

給
食
は
食
材
補
助
で
あ
る
。
給
食
費

を
半
額
補
助
か
ら
実
施
し
無
償
化
へ
。

Ａ 

現
時
点
は
半
額
補
助
や
無
償
化
は
考

え
て
い
な
い
。
な
お
国
が
調
査
や
議

論
を
し
て
い
る
。
全
国
市
長
会
か
ら

も
国
に
対
し
無
償
化
の
実
現
に
向
け

た
検
討
を
行
う
よ
う
提
言
し
て
い
る
。

Ｑ 

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
財
政
支
援
を
。

Ａ 

静
岡
県
教
育
委
員
会
が
県
内
の
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
助
成
費
用
を
令

和
６
年
度
当
初
予
算
案
に
計
上
し
た
。

効
果
等
の
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
国

県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

Ｑ 

子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
、

ダ
ン
ス
や
バ
ン
ド
の
練
習
が
で
き
る

音
楽
ス
タ
ジ
オ
、
バ
ス
ケ
や
卓
球
の

ス
ポ
ー
ツ
ル
ー
ム
等
、
中
高
生
の
体

験
・
交
流
の
た
め
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー

跡
地
等
を
活
用
し
「
子
ど
も
・
若
者

支
援
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
を
。

Ａ 

今
後
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の

参
考
と
す
る
。

高
齢
者
・
障
が
い
福
祉
の
充
実
を

Ｑ 

免
許
証
を
返
納
し
た
方
へ
、
バ
ス
・ 

タ
ク
シ
ー
の
チ
ケ
ッ
ト
補
助
を
。

Ａ 

現
状
で
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
障
害
年
金
だ
け

で
は
入
所
で
き
な
い
人
へ
市
補
助
を
。

Ａ 

経
済
的
支
援
が
必
要
な
方
は
生
活
保

護
等
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

紙
の
健
康
保
険
証
は
存
続
を

Ｑ 

政
府
は
現
在
の
健
康
保
険
証
を
今
年

12
月
２
日
に
廃
止
す
る
と
い
う
が
、

マ
イ
ナ
保
険
証
の
ト
ラ
ブ
ル
は
解
消

せ
ず
、
利
用
率
は
僅
か
４
・
49
％
で

あ
る
。
紙
の
健
康
保
険
証
の
存
続
を

国
へ
求
め
ら
れ
た
い
。

Ａ 

国
の
施
策
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
。

市長の政治姿勢を問う～誰もが安心し

て暮らせ、子ども・若者に希望を！～
代表
質問

「中高生の秘密基地ビーラボ（b-lab）」

中高生スタッフ主体のcha！cha！cha！

VoL20より・文京区
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公明党議員団 鈴
す ず

 木
き

 浩
ひ ろ

 己
み

Ｑ 

近
年
、
自
然
災
害
が
頻
発
化
、
激
甚

化
し
て
い
る
。
元
日
に
発
生
し
た
令

和
６
年
能
登
半
島
地
震
は
、
我
が
国

で
、
こ
れ
ま
で
発
生
し
た
地
震
災
害

に
お
い
て
表
面
化
し
た
課
題
が
全
て

含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
た
び
の
地
震

災
害
を
教
訓
に
、
本
市
に
お
い
て
は

南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
備
え
を
一
層

強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
耐
震

シ
ェ
ル
タ
ー
、
防
災
ベ
ッ
ド
の
補
助

制
度
の
詳
細
を
伺
う
。

Ａ 

補
助
対
象
は
、
昭
和
56
年
５
月
以
前

の
旧
耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ
、
耐
震

性
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
木
造
住
宅

の
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
が

居
住
し
て
い
る
世
帯
。
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
や
防
災
ベ
ッ
ド
の
設
置
費
用
は

全
額
補
助
と
し
、
積
極
的
な
周
知
啓

発
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ 

木
造
家
屋
密
集
地
域
に
お
け
る
消
防

水
利
は
ど
う
か
。

Ａ 

志
太
消
防
本
部
に
よ
る
検
証
結
果
を

踏
ま
え
た
防
火
水
槽
に
お
け
る
取
水

口
の
確
保
な
ど
、
消
防
水
利
の
対
策

に
つ
い
て
研
究
を
し
て
い
く
。

Ｑ 

断
水
し
た
時
の
水
の
確
保
対
策
、
災

害
時
協
力
井
戸
制
度
は
ど
う
か
。

Ａ 

住
宅
防
災
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
、

有
効
な
対
策
に
な
る
よ
う
具
体
的
な

制
度
設
計
を
現
在
進
め
て
い
る
。

Ｑ 

応
急
仮
設
住
宅
は
現
在
、
何
戸
分
の

建
設
用
地
が
確
保
で
き
て
い
る
か
。

Ａ 

大
井
川
防
災
広
場
を
含
め
た
市
内
全

域
に
つ
い
て
、
現
在
２
９
３
８
戸
分

の
建
設
用
地
を
確
保
し
て
い
る
。

Ｑ 

避
難
所
外
避
難
者
へ
の
支
援
を
ど
う

考
え
る
か
。

Ａ 

避
難
所
外
で
生
活
し
て
い
る
皆
さ
ま

へ
の
必
要
な
情
報
、
必
要
な
物
資
が

行
き
渡
る
よ
う
、
出
前
講
座
で
の
周

知
や
自
主
防
災
会
の
皆
さ
ま
と
の
協

議
を
進
め
る
な
ど
、
一
人
の
取
り
こ
ぼ

し
も
な
い
災
害
支
援
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ 

被
災
者
の
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
に
つ

い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

Ａ 
災
害
時
に
お
け
る
口
腔
ケ
ア
の
重
要

性
を
鑑
み
て
、
歯
科
保
健
に
関
す
る

内
容
を
追
加
し
、
被
災
後
早
期
に
対

応
で
き
る
よ
う
体
制
の
整
備
を
進
め

て
い
る
。

Ｑ 

福
祉
避
難
所
と
な
る
施
設
に
お
い
て
、

備
蓄
品
の
事
前
の
備
え
は
。

Ａ 

福
祉
避
難
所
は
市
有
施
設
と
協
定
施

設
が
あ
る
。
市
有
施
設
に
お
け
る
資

機
材
、
備
蓄
品
に
つ
い
て
は
ア
ル
フ
ァ

米
や
発
電
機
、
簡
易
ト
イ
レ
、
毛
布
、

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
な
ど
、
市
災
害
対

策
本
部
か
ら
運
び
込
む
。
協
定
施
設

に
お
け
る
備
蓄
品
等
に
つ
い
て
は
入

所
者
な
ど
の
施
設
利
用
者
や
職
員
の

も
の
は
あ
る
が
、
福
祉
避
難
所
用
と

し
て
は
な
い
。
福
祉
避
難
所
と
し
て

開
設
す
る
に
あ
た
り
、
必
要
な
物
資

は
市
災
害
対
策
本
部
か
ら
運
び
込
む

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

南海トラフ地震に備えて市民の命を

守る対策と考え方について伺う
代表
質問

災害に備えよう！
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